
JP 4398581 B2 2010.1.13

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外面側シートと肌面側シートとの間に吸収体が接合された使い捨ておむつであって、
　上記吸収体は、全横幅が３０～８０ｍｍであり、少なくとも股下部分がおむつ横幅方向
に３個に分割され、
　この分割された吸収体片の間の隙間に弾性糸がおむつ長さ方向にそれぞれ配置され、
　この弾性糸は、上記外面側シートと肌面側シートとの間に接合され、
　上記肌面側シートは、外面側シートよりも狭い横幅に形成されるとともに、
　上記吸収体の両側方には、立体ギャザーを形成する立ち上がり帯材が配置され、
　この各立ち上がり帯材の基端部は、上記肌面側シートと外面側シートとに跨って接合さ
れていることを特徴とする使い捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、フイット性に優れた吸収体を有する使い捨ておむつに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、外面側シートと肌面側シートとの間に吸収体が接合された使い捨ておむつが提案さ
れている。
【０００３】
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そして、上記吸収体をおむつ横幅方向に複数に分割し、その分割した側面に高吸水性ポリ
マー粒子を主体とする粒子層がのぞくようにして、吸水能力を有効利用するようにしたも
のが提案されている（第１従来技術…特開平１１－２１６１６１号公報参照）。
【０００４】
また、分割した吸収体が立体的に湾曲するように、吸収体と交差する弾性部材を設けたも
のも提案されている（第２従来技術…特表平５－５０５５３号公報参照）。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、第１従来技術では、吸収体を複数に分割しただけであって、分割した吸収
体が着用者の股間部分にフイットさせるための工夫がないために、尿等の横漏れを有効に
防止できなく、また、第２従来技術では、弾性部材で吸収体が立体的に湾曲して尿等の横
漏れを阻止できるというものの、着用者の股間部分に対する吸収体のフイット性が必ずし
も良くはないために、尿等の横漏れを有効に防止できないという問題があった。
【０００６】
本発明は、上記問題を解決するためになされたもので、吸収体のフイット性を高めて尿等
の横漏れを有効に防止できる使い捨ておむつを提供することを目的とするものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明は、外面側シートと肌面側シートとの間に吸収体が接
合された使い捨ておむつであって、
上記吸収体は、少なくとも股下部分がおむつ横幅方向に複数に分割され、この分割された
吸収体片の間の隙間に弾性糸がおむつ長さ方向に配置され、この弾性糸は、上記外面側シ
ートと肌面側シートとの間に接合されていることを特徴とする使い捨ておむつを提供する
ものである。
【０００８】
本発明によれば、外面側シートと肌面側シートとの間に接合した吸収体をおむつ横幅方向
に複数に分割して、この分割した吸収体片の間の隙間におむつ長さ方向に配置した弾性糸
を外面側シートと肌面側シートとの間に接合することにより、隙間のある吸収体片が着用
者の股間部分にフイットしやすくなるとともに、この吸収体片が弾性糸の収縮力により着
用者の股間部分にフイットするようになる。
【０００９】
請求項２のように、上記肌面側シートは、外面側シートよりも狭い横幅に形成されるとと
もに、上記吸収体の両側方には、立体ギャザーを形成する立ち上がり帯材が配置され、こ
の各立ち上がり帯材の基端部は、上記肌面側シートと外面側シートとに跨って接合されて
いる構成とするのが好ましい。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して詳細に説明する。
【００１１】
図１は使い捨ておむつの展開状態の正面図、図２は使い捨ておむつの使用状態の正面図、
図３は図１のＡ－Ａ線に相当する略画的断面図、図４は使い捨ておむつ１の分解斜視図で
ある。
【００１２】
図１及び図４に示すように、使い捨ておむつ１は、基本的には、外面側シート２と吸収体
３と肌面側シート４と左右一対の立ち上がり帯材５とで基本構成されている。
【００１３】
上記外面側シート２は、使い捨ておむつ１の外形状に形成されていて、撥水性の合成樹脂
繊維製不織布又は不透液性の合成樹脂製フィルム並びにこれらの併用体で成形され、前腹
部Ｐと後背部Ｑとの間の股部Ｒの両側にはレッグ開口部Ｓが形成されている。
【００１４】
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この外面側シート２の前腹部Ｐにはフロンタルテープ７が取付けられると共に、後背部Ｑ
の両側には、図２に示すように、使用時にフロンタルテープ７に貼付けて、使い捨ておむ
つ１を立体的に組み立てるためのファスニングテープ８がそれぞれ取付けられている。な
お、フロンタルテープ７とファスニングテープ８は、着脱可能な機械式ファスナーであっ
ても良い。
【００１５】
上記吸収体３は、天然パルプ繊維、合成樹脂繊維や高吸水性樹脂材料などを混合又は積層
したものが扁平に成形されて、外周が薄葉紙で包み込まれている。
【００１６】
この吸収体３は、おむつ長さ方向に延在するとともに、おむつ幅方向に複数個（本例では
３個）に分割されていて、この分割された吸収体片３ａは、一定の隙間Ｗを隔てて横並び
させた状態で外面側シート２の上面に接着されている。
【００１７】
上記吸収体３は、おむつ横幅方向に完全に分割されている必要は必ずしもなく、図４に一
部を図示するように、おむつ長さ方向の前端部３ｂと後端部（不図示）とがつながってい
て、股下部分のみがおむつ横幅方向に分割されていても良い。この場合、前・後端部のつ
ながり部分Ｔは１００ｍｍ以下が好ましく、１００ｍｍを越えると、吸収体用弾性糸９ａ
の収縮力により湾曲状に曲げられにくくなる。
【００１８】
上記各吸収体片３ａの間の隙間Ｗには、おむつ長さ方向に吸収体用弾性糸９ａがそれぞれ
配置され、各吸収体用弾性糸９ａは、外面側シート２の上面に接着されている。
【００１９】
上記吸収体３の全横幅は３０～８０ｍｍ程度が好ましく、３０ｍｍ未満では吸収量が少な
く、８０ｍｍを越えると吸収体用弾性糸９ａの収縮力により湾曲状に曲げられにくくなる
。
【００２０】
上記隙間Ｗは、５～２０ｍｍ程度が好ましい。５ｍｍ未満では外面側シート２と肌面側シ
ート４とに吸収体用弾性糸９ａを接着するのが困難であり、２０ｍｍを越えると吸収体用
弾性糸９ａの収縮力により湾曲状に曲げられにくくなる。
【００２１】
また、外面側シート２の前腹部Ｐと後背部Ｑの上面には、おむつ横幅方向のウェスト用弾
性糸９ｂが添設されている。なお、必要によりボディフイット用弾性糸やレッグギャザー
用弾性糸を添設しても良い。この弾性糸９ｂは、帯状や糸状の天然ゴム又は合成ゴムで成
形されている。
【００２２】
上記肌面側シート４は、外面側シート２とほぼ同じ長さで、外面側シート２よりも狭い横
幅に形成され、親水性の合成樹脂繊維製不織布又は透液性の合成樹脂製フィルムで成形さ
れていて、この肌面側シート４は、吸収体３の上面を覆った状態で、吸収体３と外面側シ
ート２とに接着されている。また、肌面側シート４は、図３に示すように、上記各吸収体
片３ａの間では各隙間Ｗに入り込ませて上記各吸収体用弾性糸９ａにも接着する。
【００２３】
上記左右一対の立ち上がり帯材５は、撥水性の合成樹脂繊維製不織布で成形され、外面側
シート２とほぼ同じ長さであり、側面視で略Ｚ字状に折り曲げられて、外向きの基端部５
ａが肌面側シート４と外面側シート２の上面に跨って接着されているとともに、上端部５
ｂが吸収体３の上面両側を覆って、この上端部５ｂには、全長に亘って立ち上がり用弾性
糸９ｃ（図３参照）が伸長状態で接着されている。この弾性糸９ｃは、帯状や糸状の天然
ゴム又は合成ゴムで成形されて、弾性糸９ｃの収縮力で立体ギャザーが自然に形成される
ようになる。
【００２４】
上記のように構成した使い捨ておむつ１においては、外面側シート２と肌面側シート４と
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の間の隙間Ｗにおむつ長さ方向に配置した吸収体用弾性糸９ａを外面側シート２と肌面側
シート４との間に接着することにより、隙間Ｗのある各吸収体片３ａが着用者の股間部分
にフイットしやすくなる。
【００２５】
また、各吸収体片３ａは、吸収体用弾性糸９ａの収縮力により湾曲状に曲げられて着用者
の股間部分にフイットするので、フイット性が高まって尿等の横漏れを有効に防止できる
ようになる。
【００２６】
さらに、吸収体３を吸収体片３ａに分割するとともに吸収体用弾性糸９ａを接着するだけ
であるから、コスト安に製造することができる。
【００２７】
さらにまた、立ち上がり帯材５の基端部５ａを肌面側シート４と外面側シート２とに跨っ
て接着しているから、立ち上がり帯材５により、尿等の横漏れをより有効に防止できると
ともに、撥水性の立ち上がり帯材５と撥水性（又は不透液性）の外面側シート２との間で
挟まれた親水性の肌面側シート４の側縁部４ａから尿等が滲み出なくなって、肌面側シー
ト４の側縁部４ａからの横漏れも防止できる。
【００２８】
【発明の効果】
以上の説明からも明らかなように、本発明は、外面側シートと肌面側シートとの間に接合
した吸収体をおむつ横幅方向に複数に分割して、この分割した吸収体片の間の隙間におむ
つ長さ方向に配置した弾性糸を外面側シートと肌面側シートとの間に接合することにより
、隙間のある吸収体片が着用者の股間部分にフイットしやすくなるとともに、この吸収体
片が弾性糸の収縮力により着用者の股間部分にフイットして、フイット性が高まって尿等
の横漏れを有効に防止できるようになる。
【００２９】
また、請求項２のように、立ち上がり帯材の基端部を肌面側シートと外面側シートとに跨
って接合すれば、立ち上がり帯材により、尿等の横漏れをより有効に防止できるとともに
、外面側シートが撥水性（又は不透液性）、立ち上がり帯材が撥水性、肌面側シートが親
水性である場合、立ち上がり帯材と外面側シートとの間で挟まれた肌面側シートの側縁部
から尿等が滲み出なくなって、肌面側シートの側縁部からの横漏れも防止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　使い捨ておむつの展開状態の正面図である。
【図２】　使い捨ておむつの使用状態の正面図である。
【図３】　図１のＡ－Ａ線に相当する略画的断面図である。
【図４】　使い捨ておむつの分解斜視図である。
【符号の説明】
１　　使い捨ておむつ
２　　外面側シート
３　　吸収体
３ａ　吸収体片
４　　肌面側シート
５　　立ち上がり帯材
５ａ　基端部
９ａ　吸収体用弾性糸
９ｃ　立ち上がり用弾性糸
Ｗ　　隙間
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